
 沼津市文化財センターへようこそ！

遺跡から
沼津の歴史を知ろう！

文化財センターでは、文化財の保護や調査を
行い、昔の人々が残した大切な地域の宝を
守っています。この本ではセンターの展示資
料や役割をご紹介します。

タカオさんです。

Ｐ２～３／遺跡等から見た沼津の歴史　Ｐ４～５／旧石器時代　Ｐ６／縄文時代

Ｐ７／弥生時代　Ｐ８／古墳時代　Ｐ９／古代　Ｐ 10 ～ 11 ／鎌倉～江戸時代

Ｐ 12 ～ 13 ／高尾山古墳　Ｐ 14 ／沼津市指定文化財等一覧

Ｐ 15 ／沼津市内の主な遺跡　裏表紙／文化財センターの紹介

ぬまづの文化ＦＢページ

ジッキー 2号です。

よろしくね！
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・
応
仁
の
乱
（
一
四
六
七
年
）

日
本
の
出
来
事

沼
津
の
出
来
事
（
遺
跡
等
）

・
日
本
列
島
に
ヒ
ト
が
到
達
す
る

・
最
寒
冷
期
が
到
来
す
る

・
縄
文
土
器
が
使
わ
れ
始
め
る

・
温
暖
化
の
影
響
で
海
水
面
が

 

　上
昇
す
る
（
縄
文
海
進
）

・
九
州
に
水
稲
稲
作
が
普
及
す
る

・
邪
馬
台
国
の
卑
弥
呼
が
魏
国
に

　使
い
を
送
る
（
二
三
九
年
）

・
大
仙
古
墳
が
造
ら
れ
る
（
五
世
紀
）

・
箸
墓
古
墳
が
造
ら
れ
る

・
大
化
の
改
新
（
六
四
五
年
～
）

・
仏
教
伝
来
（
六
世
紀
）

・
平
城
京
遷
都
（
七
一
〇
年
）

・
国
分
寺
建
立
の
勅
（
七
四
一
年
）

・
平
安
京
遷
都
（
七
九
四
年
）

・
鎌
倉
幕
府
開
府
（
一
一
八
五
年
）

・
鎌
倉
幕
府
滅
亡
（
一
三
三
三
年
）

・
江
戸
幕
府
開
府
（
一
六
〇
三
年
）

・
明
治
維
新

愛
鷹
山
に
ヒ
ト
が
住
み
は
じ
め
る
（
井
出
丸
山
遺
跡
）

愛
鷹
山
に
集
落
が
増
加
す
る
（
清
水
柳
北
遺
跡
・
元
野
遺
跡
）

愛
鷹
山
に
大
集
落
が
営
ま
れ
る
（
植
出
北
遺
跡
・
北
神
馬
土
手
遺
跡
）

海
岸
地
域
の
集
落
が
発
達
す
る
（
長
井
崎
遺
跡
）

愛
鷹
山
で
一
部
刃
部
を
磨
い
た
石
斧
が
使
用
さ
れ
る
（
土
手
上
遺
跡
他
）

愛
鷹
山
で
陥
穴
猟
が
行
わ
れ
る
（
渕
ヶ
沢
遺
跡
他
）

愛
鷹
山
で
盛
ん
に
狩
猟
が
営
ま
れ
る
（
子
ノ
神
遺
跡
）

愛
鷹
山
で
石
囲
炉
が
使
用
さ
れ
る
（
休
場
遺
跡
・
渕
ヶ
沢
遺
跡
）

浮
島
沼
周
辺
で
稲
作
が
営
ま
れ
る
（
雌
鹿
塚
遺
跡
・
雄
鹿
塚
遺
跡
）

ス
ル
ガ
の
王
の
墓
が
造
ら
れ
る
（
高
尾
山
古
墳
）

海
岸
沿
い
に
前
方
後
円
墳
が
造
ら
れ
る
（
神
明
塚
古
墳
）

愛
鷹
山
に
前
方
後
円
墳
が
造
ら
れ
る
（
子
ノ
神
古
墳
・
長
塚
古
墳
）

円
墳
や
横
穴
墓
が
数
多
く
造
ら
れ
る
（
石
川
古
墳
群
・
江
浦
横
穴
群
）

平
地
に
大
集
落
が
営
ま
れ
る
（
御
幸
町
遺
跡
・
藤
井
原
遺
跡
）

古
代
寺
院
が
造
ら
れ
る
（
日
吉
廃
寺
跡
）

現
在
の
沼
津
駅
周
辺
に
も
大
集
落
が
営
ま
れ
る
（
上
ノ
段
遺
跡
）

仏
教
思
想
に
基
づ
き
火
葬
さ
れ
た
骨
が
納
め
ら
れ
た
墓
が
造
ら
れ
る

（
清
水
柳
北
１
号
墳
）

北
条
早
雲
が
興
国
寺
城
を
与
え
ら
れ
る
（
興
国
寺
城
跡
）

阿
野
全
成
が
阿
野
荘
（
沼
津
市
西
部
）
を
与
え
ら
れ
る

武
田
氏
が
三
枚
橋
城
を
築
城
す
る
（
三
枚
橋
城
跡
）

北
条
氏
が
長
浜
城
を
築
城
す
る
（
長
浜
城
跡
）

愛
鷹
山
で
竪
穴
住
居
が
造
ら
れ
る
（
葛
原
沢
第
Ⅳ
遺
跡
）

興
国
寺
城
・
三
枚
橋
城
が
廃
城
と
な
る

水
野
氏
が
三
枚
橋
城
を
元
に
沼
津
城
を
築
城
す
る
（
沼
津
城
跡
）

徳
川
家
臣
団
が
沼
津
へ
移
住
す
る

沼
津
兵
学
校
が
開
校
さ
れ
る

沼
津
市
内
で
経
塚
が
造
ら
れ
始
め
る
（
香
貫
山
経
塚
）

・
除
々
に
温
暖
化
が
始
ま
る

・
吾
妻
鏡
の
成
立
（
一
三
〇
〇
年
頃
）

・
室
町
幕
府
開
府
・
南
北
朝
の
統
一
（
一
三
九
二
年
）

旧
石
器
時
代

旧
石
器
時
代

縄
文
時
代

縄
文
時
代

弥
生
時
代

弥
生
時
代

古
墳
・
飛
鳥
時
代

古
墳
・
飛
鳥
時
代

奈
良
・
平
安
時
代

奈
良
・
平
安
時
代

鎌
倉
・
室
町
時
代

鎌
倉
・
室
町
時
代

戦
国
時
代

戦
国
時
代

江
戸
時
代

江
戸
時
代

明
治
時
代
以
降

明
治
時
代
以
降

40,000 年前▼15,000 年前▼B.C.500▼A.D.250▼A.D.700▼A.D.1200▼A.D.1500▼A.D.1600▼現代▼

地
方
に
も
浸
透
し
、
大
岡
地
区
に
日
吉
廃
寺
が

造
営
さ
れ
ま
す
。
ま
た
こ
の
頃
に
火
葬
さ
れ
た

骨
が
納
め
ら
れ
た
墓
で
あ
る
清
水
柳
北
１
号
墳

が
築
造
さ
れ
ま
し
た
。

　
奈
良
時
代
に
な
る
と
、
主
要
街
道
を
結
ん
だ

大
規
模
な
集
落
が
営
ま
れ
、
平
安
時
代
に
な
る

と
富
士
山
の
火
山
活
動
が
活
発
に
な
っ
た
こ
と

や
末
法
思
想
の
流
行
に
よ
り
経
塚
が
造
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
鎌
倉
時
代
で
は
確
認
で
き
る
遺
跡
は
少
な
く

な
り
ま
す
が
、
経
塚
や
今
も
残
る
岡
宮
浅
間
神
社

や
光
長
寺
な
ど
が
建
立
さ
れ
ま
す
。
な
お
こ
の

時
期
の
史
料
で
あ
る
『
吾あ
ず
ま
か
が
み

妻
鏡
』
に
は
「
沼
津
海
」

と
し
て
記
載
が
あ
り
、「
沼
津
」
と
い
う
地
名
の

初
出
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
室
町
時
代
に
な
る
と
、
沼
津
周
辺
は
国
境
の
要

衝
と
し
て
、
軍
事
的
に
重
要
な
地
域
と
な
り
ま
し

た
。
特
に
興
国
寺
城
は
、
北
条
早
雲
に
よ
り
東

国
に
お
け
る
戦
国
時
代
の
幕
開
け
の
舞
台
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
後
に
秀
吉
軍
の
拠
点
に
も
な
っ

た
三
枚
橋
城
は
武
田
氏
が
築
城
し
、
そ
れ
に
対
抗

す
る
た
め
北
条
氏
が
長
浜
城
を
築
城
し
ま
し
た
。

し
か
し
い
ず
れ
の
城
も
江
戸
時
代
に
入
り
廃
城

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
沼
津
は

大
昔
か
ら
連
綿
と
人
々
が
暮
ら
す
地
域
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
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40,000 年前▼15,000 年前▼B.C.500▼A.D.250▼A.D.700▼A.D.1200▼A.D.1500▼A.D.1600▼現代▼

主な日本の出来事と沼津の遺跡を年表にまとめました

　
遺
跡
等
か
ら
見
た
沼
津
の
歴
史

　
沼
津
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
沼
津
市
域

に
あ
る
旧
石
器
時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
遺
跡
の

内
、
主
な
遺
跡
の
調
査
成
果
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　
市
内
最
古
の
遺
跡
は
約
３
万
７
千
年
前
の
井

出
丸
山
遺
跡
で
す
。
出
土
し
た
黒
曜
石
製
の
石

器
の
原
産
地
を
調
べ
る
と
、
神
津
島
産
の
も
の

が
あ
り
、
こ
の
頃
か
ら
す
で
に
海
を
渡
っ
て
人
々

の
移
動
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
旧
石
器
・
縄
文
時
代
は
、
狩
猟
採
集
生
活
で

あ
っ
た
た
め
、
遺
跡
の
多
く
は
愛
鷹
山
麓
で
見

つ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
約
１
万
５
千
年
前
（
縄

文
時
代
草
創
期
）
の
葛
原
沢
第
Ⅳ
遺
跡
で
は
定

住
化
を
示
す
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
約
２
千
９
百
年
前
に
は
富
士
山
の
山
体
崩
落

に
よ
り
火
山
性
土
石
流
が
発
生
し
、
一
時
的
に

遺
跡
が
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
が
、
弥
生

時
代
に
は
集
落
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
弥
生
時
代
の
終
わ
り
頃
に
は
低
地
か
ら
丘

陵
上
に
居
住
地
が
移
っ
て
い
く
傾
向
が
見
ら
れ
、

愛
鷹
山
麓
に
集
落
が
増
加
し
て
い
き
ま
す
。

　
古
墳
時
代
に
は
駿
河
地
域
の
最
初
の
支
配
者

が
現
れ
、
東
日
本
最
大
級
か
つ
最
古
級
の
前
方

後
方
墳
で
あ
る
高
尾
山
古
墳
が
築
造
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
仏
教
文
化
の
波
及
に
伴
い
寺
院
建
立
が
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国
の
卑
弥
呼
が
魏
国
に

　使
い
を
送
る
（
二
三
九
年
）

・
大
仙
古
墳
が
造
ら
れ
る
（
五
世
紀
）

・
箸
墓
古
墳
が
造
ら
れ
る

・
大
化
の
改
新
（
六
四
五
年
～
）

・
仏
教
伝
来
（
六
世
紀
）

・
平
城
京
遷
都
（
七
一
〇
年
）

・
国
分
寺
建
立
の
勅
（
七
四
一
年
）

・
平
安
京
遷
都
（
七
九
四
年
）

・
鎌
倉
幕
府
開
府
（
一
一
八
五
年
）

・
鎌
倉
幕
府
滅
亡
（
一
三
三
三
年
）

・
江
戸
幕
府
開
府
（
一
六
〇
三
年
）

・
明
治
維
新

愛
鷹
山
に
ヒ
ト
が
住
み
は
じ
め
る
（
井
出
丸
山
遺
跡
）

愛
鷹
山
に
集
落
が
増
加
す
る
（
清
水
柳
北
遺
跡
・
元
野
遺
跡
）

愛
鷹
山
に
大
集
落
が
営
ま
れ
る
（
植
出
北
遺
跡
・
北
神
馬
土
手
遺
跡
）

海
岸
地
域
の
集
落
が
発
達
す
る
（
長
井
崎
遺
跡
）

愛
鷹
山
で
一
部
刃
部
を
磨
い
た
石
斧
が
使
用
さ
れ
る
（
土
手
上
遺
跡
他
）

愛
鷹
山
で
陥
穴
猟
が
行
わ
れ
る
（
渕
ヶ
沢
遺
跡
他
）

愛
鷹
山
で
盛
ん
に
狩
猟
が
営
ま
れ
る
（
子
ノ
神
遺
跡
）

愛
鷹
山
で
石
囲
炉
が
使
用
さ
れ
る
（
休
場
遺
跡
・
渕
ヶ
沢
遺
跡
）

浮
島
沼
周
辺
で
稲
作
が
営
ま
れ
る
（
雌
鹿
塚
遺
跡
・
雄
鹿
塚
遺
跡
）

ス
ル
ガ
の
王
の
墓
が
造
ら
れ
る
（
高
尾
山
古
墳
）

海
岸
沿
い
に
前
方
後
円
墳
が
造
ら
れ
る
（
神
明
塚
古
墳
）

愛
鷹
山
に
前
方
後
円
墳
が
造
ら
れ
る
（
子
ノ
神
古
墳
・
長
塚
古
墳
）

円
墳
や
横
穴
墓
が
数
多
く
造
ら
れ
る
（
石
川
古
墳
群
・
江
浦
横
穴
群
）

平
地
に
大
集
落
が
営
ま
れ
る
（
御
幸
町
遺
跡
・
藤
井
原
遺
跡
）

古
代
寺
院
が
造
ら
れ
る
（
日
吉
廃
寺
跡
）

現
在
の
沼
津
駅
周
辺
に
も
大
集
落
が
営
ま
れ
る
（
上
ノ
段
遺
跡
）

仏
教
思
想
に
基
づ
き
火
葬
さ
れ
た
骨
が
納
め
ら
れ
た
墓
が
造
ら
れ
る

（
清
水
柳
北
１
号
墳
）

北
条
早
雲
が
興
国
寺
城
を
与
え
ら
れ
る
（
興
国
寺
城
跡
）

阿
野
全
成
が
阿
野
荘
（
沼
津
市
西
部
）
を
与
え
ら
れ
る

武
田
氏
が
三
枚
橋
城
を
築
城
す
る
（
三
枚
橋
城
跡
）

北
条
氏
が
長
浜
城
を
築
城
す
る
（
長
浜
城
跡
）

愛
鷹
山
で
竪
穴
住
居
が
造
ら
れ
る
（
葛
原
沢
第
Ⅳ
遺
跡
）

興
国
寺
城
・
三
枚
橋
城
が
廃
城
と
な
る

水
野
氏
が
三
枚
橋
城
を
元
に
沼
津
城
を
築
城
す
る
（
沼
津
城
跡
）

徳
川
家
臣
団
が
沼
津
へ
移
住
す
る

沼
津
兵
学
校
が
開
校
さ
れ
る

沼
津
市
内
で
経
塚
が
造
ら
れ
始
め
る
（
香
貫
山
経
塚
）

・
除
々
に
温
暖
化
が
始
ま
る

・
吾
妻
鏡
の
成
立
（
一
三
〇
〇
年
頃
）

・
室
町
幕
府
開
府
・
南
北
朝
の
統
一
（
一
三
九
二
年
）

旧
石
器
時
代

旧
石
器
時
代

縄
文
時
代

縄
文
時
代

弥
生
時
代

弥
生
時
代

古
墳
・
飛
鳥
時
代

古
墳
・
飛
鳥
時
代

奈
良
・
平
安
時
代

奈
良
・
平
安
時
代

鎌
倉
・
室
町
時
代

鎌
倉
・
室
町
時
代

戦
国
時
代

戦
国
時
代

江
戸
時
代

江
戸
時
代

明
治
時
代
以
降

明
治
時
代
以
降

40,000 年前▼15,000 年前▼B.C.500▼A.D.250▼A.D.700▼A.D.1200▼A.D.1500▼A.D.1600▼現代▼

地
方
に
も
浸
透
し
、
大
岡
地
区
に
日
吉
廃
寺
が

造
営
さ
れ
ま
す
。
ま
た
こ
の
頃
に
火
葬
さ
れ
た

骨
が
納
め
ら
れ
た
墓
で
あ
る
清
水
柳
北
１
号
墳

が
築
造
さ
れ
ま
し
た
。

　
奈
良
時
代
に
な
る
と
、
主
要
街
道
を
結
ん
だ

大
規
模
な
集
落
が
営
ま
れ
、
平
安
時
代
に
な
る

と
富
士
山
の
火
山
活
動
が
活
発
に
な
っ
た
こ
と

や
末
法
思
想
の
流
行
に
よ
り
経
塚
が
造
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
鎌
倉
時
代
で
は
確
認
で
き
る
遺
跡
は
少
な
く

な
り
ま
す
が
、
経
塚
や
今
も
残
る
岡
宮
浅
間
神
社

や
光
長
寺
な
ど
が
建
立
さ
れ
ま
す
。
な
お
こ
の

時
期
の
史
料
で
あ
る
『
吾あ
ず
ま
か
が
み

妻
鏡
』
に
は
「
沼
津
海
」

と
し
て
記
載
が
あ
り
、「
沼
津
」
と
い
う
地
名
の

初
出
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
室
町
時
代
に
な
る
と
、
沼
津
周
辺
は
国
境
の
要

衝
と
し
て
、
軍
事
的
に
重
要
な
地
域
と
な
り
ま
し

た
。
特
に
興
国
寺
城
は
、
北
条
早
雲
に
よ
り
東

国
に
お
け
る
戦
国
時
代
の
幕
開
け
の
舞
台
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
後
に
秀
吉
軍
の
拠
点
に
も
な
っ

た
三
枚
橋
城
は
武
田
氏
が
築
城
し
、
そ
れ
に
対
抗

す
る
た
め
北
条
氏
が
長
浜
城
を
築
城
し
ま
し
た
。

し
か
し
い
ず
れ
の
城
も
江
戸
時
代
に
入
り
廃
城

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
沼
津
は

大
昔
か
ら
連
綿
と
人
々
が
暮
ら
す
地
域
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
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刃
を
磨
い
た
石
斧

　
旧
石
器
時
代
は
石
を
打
ち
欠
い
て
石
器
を

作
り
ま
す
が
、
例
外
的
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
日
本
で
は
、
石
斧
の
刃
を
磨
い
て
使
っ
て

い
ま
し
た
。

　
愛
鷹
山
麓
で
も
約
３
万
４
千
年
前
の
地
層

に
お
け
る
土ど
て
う
え

手
上
遺
跡
、
清
水
柳
北
遺
跡
、

西に
し
ぼ
ら洞
遺
跡
、
中な
か
み
よ
見
代
第
Ⅰ
遺
跡
か
ら
、
同
様

の
石
斧
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
丹
沢
山
地
（
神
奈
川
県
）
産
の
緑
色

凝
灰
岩
で
あ
り
、
そ
こ
ま
で
人
々
が
移
動
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
ん
な
に
違
う
！
　旧
石
器
時
代
の
石
器
の
変
化

　
愛
鷹
山
麓
の
遺
跡
で
出
土
し
た
石
器
を
比
較
し
て
み
る
と
、
柄
を
取
り

付
け
単
独
で
使
用
す
る
単
純
な
も
の
か
ら
、
加
工
し
て
大
量
生
産
し
、
刃

を
取
り
換
え
て
使
用
す
る
も
の
へ
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

陥
穴
が
発
見
さ
れ
、
国
内
で
も
有
数
の
陥
穴
猟
が
行
わ
れ
た
地
域
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
陥
穴
の
形
は
、
直
径
が
約
1.2
ｍ
、
深
さ
が
約
1.4
ｍ
の
大
き
な
バ
ケ
ツ
の

よ
う
な
形
で
す
。
こ
れ
ら
は
獣
が
通
る
道
に
沿
っ
て
、
尾
根
を
横
断
す
る

よ
う
に
約
７
ｍ
間
隔
で
掘
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
仲
間
と
打
合
せ
を
し
て
掘
る
場
所
を
選
ん
で
穴
を
掘
り
、
獲
物
を
追
い

か
け
、
穴
に
追
い
落
と
し
て
狩
り
を
し
て
い
た
と
想
像
で
き
ま
す
。

石
囲
炉
（
い
し
が
こ
い
ろ
）
跡

　
渕
ヶ
沢
遺
跡
で
は
、
約
１
万
８
千
年
前
の
地
層

か
ら
、
石
で
囲
わ
れ
た
炉
の
跡
が
４
基
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
周
辺
か
ら
ナ
イ
フ
形
の
石
器
が
出
土
し

た
の
で
、
旧
石
器
時
代
の
人
々
が
使
っ
た
炉
の
跡

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
炉
の
跡
は

全
国
で
40
基
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内
の
17
基
が

愛
鷹
山
麓
か
ら
箱
根
山
麓
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

陥穴猟の想像図石囲炉跡（渕ヶ沢遺跡）

刃を磨いた緑色凝灰岩製石斧（左）
丹沢山地産の緑色凝灰岩原石（右）

陥穴（渕ヶ沢遺跡：いずれも静岡
県埋蔵文化財センター提供）

約 34,000 年前の台形様石器と斧形石斧

約 16,000 年前の細石刃と細石刃石核

（断面）
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◆
こ
の
こ
ろ
の
沼
津
◆

　
今
か
ら
４
万
年
か
ら
３
万
年
ほ
ど
前
に
、
私
た
ち
の
祖
先
で
あ
る
新
人

（
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
）
が
、
大
陸
か
ら
日
本
に
渡
っ
て
き
ま
し
た
。
石

器
を
使
い
、
狩
り
や
採
集
を
行
い
な
が
ら
、
移
動
す
る
生
活
を
営
ん
で
い

た
、
こ
の
時
代
を
旧
石
器
時
代
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
ろ
の
日
本
は
、寒
冷
な
気
候
と
言
わ
れ
る
氷
河
時
代
の
中
で
も
、

比
較
的
温
暖
な
時
期
に
あ
た
り
、大
陸
か
ら
や
っ
て
き
た
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
、

オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ
、
野
牛
な
ど
の
大
型
の
動
物
が
い
た
と
さ
れ
ま
す
。
人
々

は
10
人
前
後
の
仲
間
と
共
に
、簡
単
な
草
ぶ
き
の
小
屋
に
住
み
、火
を
使
っ

て
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　
沼
津
市
の
北
方
に
そ
び
え
る
愛
鷹
山
麓
で
も
約
３
万
７
千
年
前
の
地
層

か
ら
、
い
く
つ
か
の

遺
跡
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
黒
曜
石
も
数

多
く
出
土
し
て
お

り
、
そ
の
産
地
か
ら

当
時
の
人
々
の
移
動

の
範
囲
が
分
か
っ
て

き
て
い
ま
す
。

◇
展
示
の
み
ど
こ
ろ

海
を
渡
っ
た
人
々
　

　
沼
津
市
で
最
も
古
い
遺
跡
は
、
愛

鷹
山
麓
で
発
見
さ
れ
た
井い

で
ま
る
や
ま

出
丸
山
遺

跡
で
す
。
発
掘
調
査
で
、
古
富
士
火

山
の
火
山
灰
を
３
ｍ
ほ
ど
掘
り
下
げ

る
と
、
約
３
万
７
千
年
前
の
地
層
か

ら
黒
曜
石
を
打
ち
欠
い
て
作
っ
た
石

器
が
出
土
し
ま
し
た
。
自
然
科
学
分

析
を
行
っ
た
結
果
、
伊
豆
半
島
の
南

方
に
あ
る
神こ

う
づ
し
ま

津
島
産
の
黒
曜
石
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
島
は
伊
豆
半
島
か
ら
海
を
隔
て

て
約
40‌

km
離
れ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
舟
を
作
っ
て
海

を
渡
り
、黒
曜
石
を
手
に
入
れ
、再
び
愛
鷹
山
麓
に
戻
っ

て
こ
の
石
器
を
作
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

陥
穴
（
お
と
し
あ
な
）
を
使
っ
た
狩
猟

　
愛
鷹
山
麓
の
渕ふ

ち
が
さ
わ

ヶ
沢
遺
跡
で
は
、
３
万
１
千
年
前
の
地
層
か
ら
狩
猟
の

跡
と
し
て
円
形
の
陥
穴
が
10
基
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
陥
穴
を
使
っ
た
狩

り
を
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
で
き
る
の
は
日
本
だ
け
で
あ
り
、
中
で
も
愛

鷹
山
麓
か
ら
箱
根
山
麓
に
か
け
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
約
１
７
０
基
以
上
の

旧
石
器
時
代

愛鷹山麓最古の遺跡　井出丸山遺跡

第１展示室

にあります！

神津島産黒曜石製石器
（井出丸山遺跡）
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か
ら
、
石
で
囲
わ
れ
た
炉
の
跡
が
４
基
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
周
辺
か
ら
ナ
イ
フ
形
の
石
器
が
出
土
し

た
の
で
、
旧
石
器
時
代
の
人
々
が
使
っ
た
炉
の
跡

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
炉
の
跡
は

全
国
で
40
基
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内
の
17
基
が

愛
鷹
山
麓
か
ら
箱
根
山
麓
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

陥穴猟の想像図石囲炉跡（渕ヶ沢遺跡）

刃を磨いた緑色凝灰岩製石斧（左）
丹沢山地産の緑色凝灰岩原石（右）

陥穴（渕ヶ沢遺跡：いずれも静岡
県埋蔵文化財センター提供）

約 34,000 年前の台形様石器と斧形石斧

約 16,000 年前の細石刃と細石刃石核

（断面）
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弥
生
時
代

◆
こ
の
こ
ろ
の
沼
津
◆

　
弥
生
時
代
に
は
、
現
在
の
私
た
ち
の
生
活
に
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
稲
作
の
技
術
が
大
陸
か
ら
伝
わ
り
ま
し
た
。
縄
文
時
代
ま
で
続
い
て
い

た
狩
猟
採
集
文
化
か
ら
、
自
分
た
ち
で
田
を
耕
し
、
稲
を
育
て
て
食
料
を

獲
得
す
る
農
耕
文
化
へ
日
本
全
体
が
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
沼
津
市
で
は
弥
生
時
代
の
水
田
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
西
部

の
雌め

が
づ
か

鹿
塚
遺
跡
か
ら
は
稲
作
を
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
、
鍬
な
ど
の

木
製
農
耕
具
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
四
角
に
溝
を
回
し
た
墓
で
あ

る
「
方
形
周
溝
墓
」
の
出
現
な
ど
は
、
集
団
を
統
制
す
る
中
心
的
人
物
の

存
在
が
考
え
ら
れ
、
後
の
古
墳
時
代
に
つ

な
が
る
権
力
者
が
誕
生
し
た
時
代
で
も
あ

り
ま
し
た
。

◇
展
示
の
み
ど
こ
ろ
　農

耕
具
の
登
場

　
弥
生
時
代
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
は

農
耕
社
会
の
定
着
で
す
が
、
沼
津
市
に
お
い
て

は
雌
鹿
塚
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
製
農
耕
具
か

ら
、
そ
の
社
会
の
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
生
活
の
変
化
は
土
器
の
形
に

も
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
縄
文
土
器

は
深
鉢
形
の
も
の
が
多
い
の
に
対
し
、

農
耕
社
会
で
は
穀
物
を
保
管
す
る
壺
、

煮
炊
き
用
の
甕
、
食
べ
物
を
盛
り
付

け
る
高
坏
な
ど
新
た
な
形
の
土
器
が

作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

鳥
と
鹿

　
弥
生
時
代
以
前
か
ら
動
物
を
か
た

ど
っ
た
製
品
を
作
る
風
習
は
あ
り
ま

し
た
が
、
弥
生
時
代
に
な
る
と
鳥
と

鹿
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
鳥
は
神
話
や
風
土
記
に
お
い
て
農
耕
に
関

わ
る
動
物
と
し
て
登
場
し
て
お
り
、
鹿
は
角
の
成
長
と
稲
の
成
長
を
重
ね
合

わ
せ
て
、土
地
の
神
と
し
て
い
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。弥
生
時
代
の
人
々

に
と
っ
て
、
鳥
と
鹿
は
豊
穣
祈
願
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
当

セ
ン
タ
ー
に
展
示
し
て
い
る
鹿
形
土
製
品
や
鳥
形
木
製
品
・
鳥
形
土
器
も
そ

の
よ
う
な
願
い
を
込
め
て
作
ら

れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

農耕具の鍬（くわ）
（雌鹿塚遺跡）

権力者が身に付けたであろ
うガラス勾玉を作る鋳型
（いがた）（植出北Ⅱ遺跡）

鳥形土器（植出遺跡）

鹿形土製品
（雌鹿塚遺跡）

第１展示室

にあります！

鳥形木製品（雌鹿塚遺跡）

展示室内では、多くの弥生
土器を展示しています。

6

縄
文
時
代

弥
生
時
代

◆
こ
の
こ
ろ
の
沼
津
◆

　
旧
石
器
時
代
の
終
わ
り
頃
、「
氷
期
」と
呼
ば
れ
る
寒
い
時
期
が
終
わ
り
、

温
暖
な
気
候
に
日
本
全
体
が
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
人
々
も

狩
り
を
し
な
が
ら
移
動
し
暮
ら
す
生
活
か
ら
、
あ
る
特
定
の
場
所
で
猪
や

鹿
な
ど
の
動
物
を
狩
り
、
木
の
実
や
山
菜
を
採
っ
て
暮
ら
す
定
住
生
活
へ

と
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
縄
文
時
代
の
は
じ
ま
り
で
す
。
縄
文
時
代
は

◇
展
示
の
み
ど
こ
ろ

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
「
縄
文
土
器
」

　
縄
文
土
器
に
は
芸
術
作
品
と
も
い
え
る
、
文
様
や

形
の
豊
か
さ
、
美
し
さ
に
目
を
見
張
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
時
期
や
地
域
ご
と
に
特
徴
が
あ
る
の
で
、
土

器
の
変
化
の
過
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
出
土
土
器
の
比
較
に
よ
り
、
当
時
の
人
々
の
交

流
範
囲
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

多
種
多
様
な
石
器

　
土
や
石
を
材
料
に
し
た
様
々
な
道
具
が
登
場
し

た
の
は
、
獲
物
を
追
い
か
け
て
移
動
す
る
生
活
か

ら
定
住
生
活
へ
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
す
。
木
の
伐
採
に
使
用
し
た
「
石

斧
」、
ド
ン
グ
リ
や
ク
リ
な
ど
堅
い
殻
を
持
つ
木
の
実
の
加
工
に
使
っ
た

「
石
皿
」
や
「
す
り
石
」
な
ど
か
ら
、
当
時
の
人
々
が
ど
の
よ
う
な
暮
ら

し
を
し
て
い
た
の
か
、
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

竪
穴
住
居
の
出
現

　
沼
津
市
で
最
も
古
い
竪
穴
住
居
は
愛
鷹
山
麓
に
あ
る
草
創
期
の

葛く
ず
は
ら
ざ
わ

原
沢
第
Ⅳ
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
す
。
直
径
約
3.5‌

ｍ
で
50
㎝
程

の
深
さ
の
整
っ
た
円
形
の
跡
で
す
。
竪
穴
住
居
に
よ
り
寒
さ
や
暑
さ
に

耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

古
い
順
か
ら
「
草
創
期
・
早
期
・
前
期
・
中
期
・
後
期
・
晩
期
」
の
６
時

期
に
分
け
ら
れ
、
１
万
年
間
以
上
続
き
ま
し
た
。

　
縄
文
時
代
も
旧
石
器
時
代
と
同
様
、
狩
猟
採
集
を
生
活
基
盤
と
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
二
つ
の
時
代
を
分
け
る
特
徴
と
し
て
、
縄
文
時
代
か
ら
は

じ
ま
る
「
土
器
」
と
「
弓
矢
」
の
使
用
、
そ
し
て
「
竪
穴
住
居
」
の
出
現

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
沼
津
市
内
に
お
け
る
縄
文
時
代
の
遺
跡
に
も
、
こ
れ

ら
の
特
徴
を
示
す
多
く
の
遺
物
や
遺
構
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

展示室内には竪穴住居をイメー
ジしたものや当時の食糧事情に
ついて展示しています。

第１展示室

にあります！

左：トロフィー形縄文土器（長井崎遺跡）
右：沼津最古の縄文土器（葛原沢第Ⅳ遺跡）

弓矢の矢先につけられた石鏃（せき
ぞく）
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弥
生
時
代

◆
こ
の
こ
ろ
の
沼
津
◆

　
弥
生
時
代
に
は
、
現
在
の
私
た
ち
の
生
活
に
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
稲
作
の
技
術
が
大
陸
か
ら
伝
わ
り
ま
し
た
。
縄
文
時
代
ま
で
続
い
て
い

た
狩
猟
採
集
文
化
か
ら
、
自
分
た
ち
で
田
を
耕
し
、
稲
を
育
て
て
食
料
を

獲
得
す
る
農
耕
文
化
へ
日
本
全
体
が
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
沼
津
市
で
は
弥
生
時
代
の
水
田
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
西
部

の
雌め
が
づ
か
鹿
塚
遺
跡
か
ら
は
稲
作
を
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
、
鍬
な
ど
の

木
製
農
耕
具
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
四
角
に
溝
を
回
し
た
墓
で
あ

る
「
方
形
周
溝
墓
」
の
出
現
な
ど
は
、
集
団
を
統
制
す
る
中
心
的
人
物
の

存
在
が
考
え
ら
れ
、
後
の
古
墳
時
代
に
つ

な
が
る
権
力
者
が
誕
生
し
た
時
代
で
も
あ

り
ま
し
た
。

◇
展
示
の
み
ど
こ
ろ
　農

耕
具
の
登
場

　
弥
生
時
代
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
は

農
耕
社
会
の
定
着
で
す
が
、
沼
津
市
に
お
い
て

は
雌
鹿
塚
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
製
農
耕
具
か

ら
、
そ
の
社
会
の
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
生
活
の
変
化
は
土
器
の
形
に

も
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
縄
文
土
器

は
深
鉢
形
の
も
の
が
多
い
の
に
対
し
、

農
耕
社
会
で
は
穀
物
を
保
管
す
る
壺
、

煮
炊
き
用
の
甕
、
食
べ
物
を
盛
り
付

け
る
高
坏
な
ど
新
た
な
形
の
土
器
が

作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

鳥
と
鹿

　
弥
生
時
代
以
前
か
ら
動
物
を
か
た

ど
っ
た
製
品
を
作
る
風
習
は
あ
り
ま

し
た
が
、
弥
生
時
代
に
な
る
と
鳥
と

鹿
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
鳥
は
神
話
や
風
土
記
に
お
い
て
農
耕
に
関

わ
る
動
物
と
し
て
登
場
し
て
お
り
、
鹿
は
角
の
成
長
と
稲
の
成
長
を
重
ね
合

わ
せ
て
、土
地
の
神
と
し
て
い
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。弥
生
時
代
の
人
々

に
と
っ
て
、
鳥
と
鹿
は
豊
穣
祈
願
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
当

セ
ン
タ
ー
に
展
示
し
て
い
る
鹿
形
土
製
品
や
鳥
形
木
製
品
・
鳥
形
土
器
も
そ

の
よ
う
な
願
い
を
込
め
て
作
ら

れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

農耕具の鍬（くわ）
（雌鹿塚遺跡）

権力者が身に付けたであろ
うガラス勾玉を作る鋳型
（いがた）（植出北Ⅱ遺跡）

鳥形土器（植出遺跡）

鹿形土製品
（雌鹿塚遺跡）

第１展示室

にあります！

鳥形木製品（雌鹿塚遺跡）

展示室内では、多くの弥生
土器を展示しています。



9

◆
こ
の
こ
ろ
の
沼
津
◆

　
７
世
紀
後
半
（
古
墳
時
代
終
末
期
）
に
な
る
と
、
日
本
で
は
古
代
国
家
制

度
の
整
備
が
進
み
、
そ
の
一
環
と
し
て
鎮ち

ん
ご護

国
家
思
想
に
基
づ
く
仏
教
を
広

め
る
政
策
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
古
墳
時
代
の
象
徴
で
あ
っ
た

古
墳
が
、
古
代
に
な
る
と
仏
教
寺
院
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
沼
津
市
に
は
古
代
の
仏
教
寺
院
と
し
て
、
７
世
紀
後
半
に
建
立
さ
れ
た
と

さ
れ
る
県
内
最
古
級
の
日ひ
よ
し
は
い
じ

吉
廃
寺
跡
、
ま
た
火
葬
し
た
骨
壺
を
納
め
る
た
め

の
石せ
き
ひ
つ櫃
が
出
土
し
、
全
国
で
も
類
例
が
少
な
い
上
円
下
方
墳
と
い
う
形
状
の

清し
み
ず
や
な
ぎ
き
た

水
柳
北
１
号
墳
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
駿す
る
が
ぐ
ん
す
る
が
の
こ
お
り

河
郡
駿
河
郷
が
存
在
し
、
駿
河
国
の
中
心
地
と
し
て
、
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◇
展
示
の
み
ど
こ
ろ

　
奈
良
・
平
安
時
代
の
遺
跡
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
か
ら
仏
教
、
官か
ん
が衙
（
役
所
）、
集
落
に
分
け
て
展

示
し
て
い
ま
す
。

駿
河
国
最
古
の
寺
院
跡

　
日
吉
廃
寺
跡
で
出
土
す
る
瓦
は
、
奈
良
県

明あ
す
か
む
ら

日
香
村
に
あ
る
山
田
寺
跡
の
瓦
と
同
じ
デ
ザ
イ

ン
で
あ
り
、
こ
の
様
式
の
瓦
が
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
日
吉
廃
寺
跡
は
駿
河
国
最
古
の
寺
院
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
ま
た
近
年

の
発
掘
調
査
で
、
仏
像
の
頭
髪
で
あ
る
「
螺ら
ほ
つ髪

」
や
仏
像
の
型
を
粘
土
に
押

し
当
て
て
焼
い
た
「
塼せ
ん
ぶ
つ仏
」
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

役
人
が
文
字
を
書
く
際
に
使
用
し
た
肘
置
き

　
上う
え
の
だ
ん

ノ
段
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
唐と
う
さ
ん
さ
い

三
彩
の

陶と
う
ち
ん枕

は
、
文
字
を
書
く
際
の
肘
置
き
と
さ
れ

る
中
国
か
ら
の
輸
入
品
で
す
。
こ
の
よ
う
な

貴
重
品
を
使
用
で
き
る
人
物
が
上
ノ
段
遺
跡

に
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

集
落
に
関
す
る
も
の

　
千
本
遺
跡
、
藤
井
原
遺
跡
、
下し
も
い
し
だ

石
田
原は
ら
だ田
遺
跡
、
御
幸
町
遺
跡
、
中
原

遺
跡
な
ど
か
ら
出
土
し
た
土
器
や
祭
祀
に
伴
う
遺
物
、
金
属
製
品
や
鍛か
じ冶
道

具
の
ほ
か
、
海
産
物
加
工
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
遺
物
も
展
示
し
て
い

ま
す
。
注
目
さ
れ
る
の
は
大
き
な
堝な
べ
が
た形
土
器
で
、
こ
れ
で
堅か
つ
お魚
を
煮
て
い
た

奈
良
～
平
安
時
代

奈良時代の集落から出土する
土器（藤井原遺跡）

復元された唐三彩の陶枕
（上ノ段遺跡）

蓮の文様がある瓦の一部（日吉廃寺跡）

第２展示室

にあります！

墨書や馬の人形など役所や儀礼に
関係する遺物（御幸町遺跡等）

と
考
え
る
研
究
も
あ

り
ま
す
。
生
産
さ
れ

た
煮
汁
は
、
灰
色
の

小
さ
な
壺
に
詰
め
ら

れ
、
遠
く
奈
良
の
都

ま
で
運
ば
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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古
墳
時
代
（
飛
鳥
時
代
）

◆
こ
の
こ
ろ
の
沼
津
◆

　
古
墳
時
代
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
古
墳
が
日
本
各
地
に
築
か
れ
た
時
代

で
、
沼
津
市
で
も
数
多
く
の
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
暦
２
５
０

年
頃
～
７
０
０
年
頃
ま
で
続
き
、
前
期
、
中
期
、
後
期
、
終
末
期
の
４
時

期
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
沼
津
市
で
は
弥
生
時
代
後
期
に
お
け
る
遺
跡

の
増
加
の
結
果
と
し
て
、
古
墳
時
代
初
頭
に
前
方
後
方
墳
で
あ
る
高
尾
山

古
墳
が
造
ら
れ
ま
す
。（
Ｐ
12
～
13
に
特
集
）

　
前
期
後
半
に
な
る
と
、
海
岸
砂さ
れ
き
す
礫
州
上
に
神し
ん
め
い
づ
か

明
塚
古
墳
、
愛
鷹
山
麓
に

子ね
の
か
み
ノ
神
古
墳
と
い
っ
た
前
方
後
円
墳
が
築
造
さ
れ
ま
す
。
中
期
の
様
子
は

よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
後
期
に

な
る
と
愛
鷹
山
麓
に
前
方
後
円
墳
で
あ

る
長
塚
古
墳
が
築
か
れ
、
終
末
期
に
な

る
と
愛
鷹
山
麓
や
平
野
部
に
、
多
数
の

小
型
の
円
墳
が
特
定
の
範
囲
に
密
集
す

る
「
群ぐ
ん
し
ゅ
う
ふ
ん

集
墳
」
と
呼
ば
れ
る
古
墳
群
が

出
現
し
ま
す
。

　
古
墳
時
代
の
集
落
は
主
に
平
野
部
で

見
ら
れ
、
御み
ゆ
き
ち
ょ
う

幸
町
遺
跡
や
藤ふ
じ
い
ば
ら

井
原
遺
跡
、

豆ま
み
ょ
う
だ

生
田
遺
跡
な
ど
の
集
落
が
多
数
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
展
示
の
み
ど
こ
ろ

古
墳
及
び
集
落
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
及
び
金
属
製
品
等

　
土は

じ

き
師
器
や
須す

え

き
恵
器
な
ど
の
土
器
、
大た

ち刀
や

鉄て
つ
ぞ
く鏃
、
馬
具
な
ど
の
金
属
製
品
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
ま
た
権
力
者
の
た
め
に
作
ら
れ
た
と
思

わ
れ
る
装
飾
品
も
多
数
出
土
し
て
お
り
、
時
期

ご
と
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
長
塚
古
墳
の
円
筒
埴は
に
わ輪
と
朝
顔
形
円
筒
埴
輪

は
、
被
葬
者
を
守
護
す
る
よ
う
に
配
列
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

奈
良
～
平
安
時
代

愛鷹山麓の石川古墳群　石川２号墳の石室

左：円筒埴輪　右：朝顔形円筒埴輪
（いずれも長塚古墳）

古墳から出土した大刀や装飾品（石川古墳群等） 馬具（荒久城山古墳等）

第２展示室

にあります！
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◆
こ
の
こ
ろ
の
沼
津
◆

　
７
世
紀
後
半
（
古
墳
時
代
終
末
期
）
に
な
る
と
、
日
本
で
は
古
代
国
家
制

度
の
整
備
が
進
み
、
そ
の
一
環
と
し
て
鎮ち
ん
ご護
国
家
思
想
に
基
づ
く
仏
教
を
広

め
る
政
策
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
古
墳
時
代
の
象
徴
で
あ
っ
た

古
墳
が
、
古
代
に
な
る
と
仏
教
寺
院
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
沼
津
市
に
は
古
代
の
仏
教
寺
院
と
し
て
、
７
世
紀
後
半
に
建
立
さ
れ
た
と

さ
れ
る
県
内
最
古
級
の
日ひ
よ
し
は
い
じ

吉
廃
寺
跡
、
ま
た
火
葬
し
た
骨
壺
を
納
め
る
た
め

の
石せ

き
ひ
つ櫃

が
出
土
し
、
全
国
で
も
類
例
が
少
な
い
上
円
下
方
墳
と
い
う
形
状
の

清し
み
ず
や
な
ぎ
き
た

水
柳
北
１
号
墳
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
駿す

る
が
ぐ
ん
す
る
が
の
こ
お
り

河
郡
駿
河
郷
が
存
在
し
、
駿
河
国
の
中
心
地
と
し
て
、
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◇
展
示
の
み
ど
こ
ろ

　
奈
良
・
平
安
時
代
の
遺
跡
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
か
ら
仏
教
、
官か

ん
が衙

（
役
所
）、
集
落
に
分
け
て
展

示
し
て
い
ま
す
。

駿
河
国
最
古
の
寺
院
跡

　
日
吉
廃
寺
跡
で
出
土
す
る
瓦
は
、
奈
良
県

明あ
す
か
む
ら

日
香
村
に
あ
る
山
田
寺
跡
の
瓦
と
同
じ
デ
ザ
イ

ン
で
あ
り
、
こ
の
様
式
の
瓦
が
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
日
吉
廃
寺
跡
は
駿
河
国
最
古
の
寺
院
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
ま
た
近
年

の
発
掘
調
査
で
、
仏
像
の
頭
髪
で
あ
る
「
螺ら
ほ
つ髪
」
や
仏
像
の
型
を
粘
土
に
押

し
当
て
て
焼
い
た
「
塼せ
ん
ぶ
つ仏
」
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

役
人
が
文
字
を
書
く
際
に
使
用
し
た
肘
置
き

　
上う
え
の
だ
ん

ノ
段
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
唐と
う
さ
ん
さ
い

三
彩
の

陶と
う
ち
ん枕
は
、
文
字
を
書
く
際
の
肘
置
き
と
さ
れ

る
中
国
か
ら
の
輸
入
品
で
す
。
こ
の
よ
う
な

貴
重
品
を
使
用
で
き
る
人
物
が
上
ノ
段
遺
跡

に
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

集
落
に
関
す
る
も
の

　
千
本
遺
跡
、
藤
井
原
遺
跡
、
下し

も
い
し
だ

石
田
原は

ら
だ田

遺
跡
、
御
幸
町
遺
跡
、
中
原

遺
跡
な
ど
か
ら
出
土
し
た
土
器
や
祭
祀
に
伴
う
遺
物
、
金
属
製
品
や
鍛か

じ冶
道

具
の
ほ
か
、
海
産
物
加
工
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
遺
物
も
展
示
し
て
い

ま
す
。
注
目
さ
れ
る
の
は
大
き
な
堝な

べ
が
た形

土
器
で
、
こ
れ
で
堅か

つ
お魚

を
煮
て
い
た

奈
良
～
平
安
時
代

奈良時代の集落から出土する
土器（藤井原遺跡）

復元された唐三彩の陶枕
（上ノ段遺跡）

蓮の文様がある瓦の一部（日吉廃寺跡）

第２展示室

にあります！

墨書や馬の人形など役所や儀礼に
関係する遺物（御幸町遺跡等）

と
考
え
る
研
究
も
あ

り
ま
す
。
生
産
さ
れ

た
煮
汁
は
、
灰
色
の

小
さ
な
壺
に
詰
め
ら

れ
、
遠
く
奈
良
の
都

ま
で
運
ば
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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北
条
早
雲
旗
揚
げ
の
城
と
伝
わ
る
興
国
寺
城
跡

　
興
国
寺
城
跡
は
、
関
東
一
円
を
治
め
た
小
田

原
北
条
氏
の
祖
で
あ
る
北
条
早
雲
旗
揚
げ
の
城

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
発
掘
調
査
で
は
早

雲
旗
揚
げ
の
時
期
と
さ
れ
る
15
世
紀
末
頃
の
遺

物
も
一
定
量
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
興
国

寺
城
が
こ
の
時
期
に
は
既
に
重
要
な
場
所
と

な
っ
て
い
た
こ
と
が
考
古
学
か
ら
も
裏
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
早
雲
旗
揚
げ
以
降
も
、
興

国
寺
城
は
東
駿
河
の
拠
点
の
城
と
し
て
機
能
し

続
け
、
北
条
→
今
川
→
北
条
→
武
田
→
徳
川
→

中
村
（
豊
臣
）
→
天
野
（
徳
川
）
と
17
世
紀
初

頭
に
廃
城
に
な
る
ま
で
、
次
々
と
支
配
者
が
変

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
発
掘
調
査
で
も
そ
の
約

百
年
間
に
渡
る
も
の
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

駿
河
湾
海
戦
で
知
ら
れ
る
長
浜
城
跡

　
長
浜
城
跡
は
、
戦
国
時
代
末
頃
に
北
条

氏
が
整
備
し
た
水
軍
の
城
で
す
。
城
の
規

模
は
小
さ
い
で
す
が
、
城
の
周
辺
は
岬
や

島
に
風
が
遮
ら
れ
、
波
が
穏
や
か
な
良
好

な
港
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
を
拠
点

に
北
条
氏
は
武
田
氏
と
戦
う
た
め
の
水
軍

の
主
力
を
集
結
さ
せ
ま
し
た
。

　
長
浜
城
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
掘

立
柱
建
物
や
櫓や

ぐ
ら、
岩
盤
を
掘
り
込
ん

だ
堀
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
対
武
田
氏
に
備
え
た
時
の

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以

外
に
15
世
紀
後
半
の
出
土
遺
物
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
北
条
氏
が
こ
の
地
域

を
支
配
す
る
前
か
ら
も
こ
こ
が
利
用

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

武
田
氏
が
築
城
し
た
三
枚
橋
城
と
水
野
氏
築
城
の
沼
津
城

　
三
枚
橋
城
跡
は
１
５
７
９
年
に
武
田
氏
が
伊
豆
へ
攻
め
込
む
足
掛
か
り

と
し
て
築
か
れ
た
城
で
す
。
当
初
は
土
づ
く
り
の
城
で
し
た
が
、
武
田
氏

が
滅
ん
だ
以
降
、
豊
臣
氏
家
臣
の
中
村
一か
ず
ひ
で栄
、
も
し
く
は
徳
川
氏
家
臣

の
大
久
保
忠た
だ
す
け佐
に
よ
っ
て
石
垣
の
城
へ
と
改
修
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
三
枚
橋
城
は
沼
津
市
で
唯
一
主
要
部
が
石
垣
に
覆
わ
れ
た
城
で
し

た
が
、
忠
佐
に
後
継
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
、

１
６
１
４
年
に
は
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。

　
城
地
は
１
０
０
年
程
畑
地
等
で
し
た
が
、
安

永
年
間
に
沼
津
藩
水
野
氏
に
よ
っ
て
沼
津
城
が

築
城
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
元
年
に
は
、
沼
津
城

内
の
建
物
が
近
代
教
育
の
発
祥
と
言
わ
れ
る
沼

津
兵
学
校
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
本

丸
は
、
中
央
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

発掘調査で見つかった三枚橋城の石垣

内浦湾に突き出した長浜城跡

駿河湾海戦で北条水軍が用いた安宅船
の復元模型（市立図書館にて展示中）

【コラム】　北条早雲の名前について
　早雲の出自は長い間不明とされていましたが、現在
は研究が進んで室町幕府高級官僚の伊勢氏の家系で、
実名は伊

いせしんくろうもりとき

勢新九郎盛時、出家して伊
いせそ う ず い

勢宗瑞と名乗った
ことがわかっています。北条姓を名乗ったのは息子の
代からですので、北条早雲という名前は俗称です。
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鎌
倉
～
江
戸
時
代

◆
こ
の
こ
ろ
の
沼
津
◆

　
沼
津
地
域
で
は
11
・
12
世
紀
の
遺
跡
は
ほ
と
ん
ど
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
13
世
紀
に
な
る
と
遺
跡
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
平
安
時
代
後
半
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
人
々
は
住
ん
で
い
た
の
で

し
ょ
う
が
、
考
古
資
料
が
出
土
す
る
遺
跡
は
少
な
い
で
す
。

　
こ
の
段
階
の
主
な
遺
跡
は
、香
貫
山
経き

ょ
う
づ
か

塚
な
ど
の
経
塚
や
中
原
遺
跡（
一

本
松
）、
古
城
遺
跡
（
興
国
寺
城
跡
の
下
層
）
や
下
石
田
原
田
遺
跡
な
ど

の
当
時
の
主
要
街
道
沿
い
の
集
落
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
15
世
紀
後
半
以
降
、す
な
わ
ち
戦
国
時
代
に
な
る
と
、沼
津
は
駿
河
国
、

伊
豆
国
の
境
目
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
軍
事
的
に
重
要
な
地
域
と
認

識
さ
れ
、
多
く
の
城
が
築
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

三枚橋城

興国寺城

山中城

韮山城

長久保城

戸倉城

長浜城

葛山城

駿河湾

天神ヶ尾砦
（推定）

獅子浜城

泉頭城

善徳寺城

根方街道

東
海
道

根古屋にある興国寺城跡

興国寺城跡伝天守台下の石垣

北条氏が使用した禄
ろくじゅおうおん

寿応穏の虎の印判が
ある最古級の文書（複製写真・豆州内浦
漁民史料より転載）

第２展示室

にあります！

1580 年ごろの沼津周辺の城の分布図
戦国時代の沼津は北条・今川・武田・徳川など
の諸大名が取り合う場所となったことから、た
くさんの城が築かれました。
◆は沼津市内にある主な城
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北
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雲
旗
揚
げ
の
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と
伝
わ
る
興
国
寺
城
跡

　
興
国
寺
城
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は
、
関
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円
を
治
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原
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の
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る
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雲
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の
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し
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す
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と
が
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も
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れ
ま
し
た
。
そ
し
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早
雲
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揚
げ
以
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も
、
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は
東
駿
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の
拠
点
の
城
と
し
て
機
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し

続
け
、
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→
今
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→
北
条
→
武
田
→
徳
川
→

中
村
（
豊
臣
）
→
天
野
（
徳
川
）
と
17
世
紀
初

頭
に
廃
城
に
な
る
ま
で
、
次
々
と
支
配
者
が
変

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
発
掘
調
査
で
も
そ
の
約

百
年
間
に
渡
る
も
の
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

駿
河
湾
海
戦
で
知
ら
れ
る
長
浜
城
跡

　
長
浜
城
跡
は
、
戦
国
時
代
末
頃
に
北
条

氏
が
整
備
し
た
水
軍
の
城
で
す
。
城
の
規

模
は
小
さ
い
で
す
が
、
城
の
周
辺
は
岬
や

島
に
風
が
遮
ら
れ
、
波
が
穏
や
か
な
良
好

な
港
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
を
拠
点

に
北
条
氏
は
武
田
氏
と
戦
う
た
め
の
水
軍

の
主
力
を
集
結
さ
せ
ま
し
た
。

　
長
浜
城
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
掘

立
柱
建
物
や
櫓や

ぐ
ら、
岩
盤
を
掘
り
込
ん

だ
堀
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
対
武
田
氏
に
備
え
た
時
の

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以

外
に
15
世
紀
後
半
の
出
土
遺
物
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
北
条
氏
が
こ
の
地
域

を
支
配
す
る
前
か
ら
も
こ
こ
が
利
用

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

武
田
氏
が
築
城
し
た
三
枚
橋
城
と
水
野
氏
築
城
の
沼
津
城

　
三
枚
橋
城
跡
は
１
５
７
９
年
に
武
田
氏
が
伊
豆
へ
攻
め
込
む
足
掛
か
り

と
し
て
築
か
れ
た
城
で
す
。
当
初
は
土
づ
く
り
の
城
で
し
た
が
、
武
田
氏

が
滅
ん
だ
以
降
、
豊
臣
氏
家
臣
の
中
村
一か
ず
ひ
で栄

、
も
し
く
は
徳
川
氏
家
臣

の
大
久
保
忠た

だ
す
け佐

に
よ
っ
て
石
垣
の
城
へ
と
改
修
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
三
枚
橋
城
は
沼
津
市
で
唯
一
主
要
部
が
石
垣
に
覆
わ
れ
た
城
で
し

た
が
、
忠
佐
に
後
継
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
、

１
６
１
４
年
に
は
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。

　
城
地
は
１
０
０
年
程
畑
地
等
で
し
た
が
、
安

永
年
間
に
沼
津
藩
水
野
氏
に
よ
っ
て
沼
津
城
が

築
城
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
元
年
に
は
、
沼
津
城

内
の
建
物
が
近
代
教
育
の
発
祥
と
言
わ
れ
る
沼

津
兵
学
校
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
本

丸
は
、
中
央
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

発掘調査で見つかった三枚橋城の石垣

内浦湾に突き出した長浜城跡

駿河湾海戦で北条水軍が用いた安宅船
の復元模型（市立図書館にて展示中）

【コラム】　北条早雲の名前について
　早雲の出自は長い間不明とされていましたが、現在
は研究が進んで室町幕府高級官僚の伊勢氏の家系で、
実名は伊

いせしんくろうもりとき

勢新九郎盛時、出家して伊
いせそ う ず い

勢宗瑞と名乗った
ことがわかっています。北条姓を名乗ったのは息子の
代からですので、北条早雲という名前は俗称です。
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高
尾
山
古
墳
の
特
徴

　
墳
丘
の
長
さ
が
60‌

ｍ
を
超
え
る
規
模
で
、
出
土
し
た
遺
物
か
ら
築
造
さ

れ
た
時
期
は
西
暦
２
５
０
年
頃
と
考
え
ら
れ
、東
日
本
に
お
け
る
最
古
級
、

当
時
に
お
い
て
は
最
大
級
の
前
方
後
方
墳
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

　
ま
た
後
方
部
上
に
あ
る
主
体
部
は
、
掘
り
込
ん
だ
墓
坑
の
中
に
舟
形
状

の
木
棺
を
直
接
埋
め
る
「
木
棺
直
葬
」
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

さ
ら
に
木
棺
底
面
に
は
部
分
的
で
す
が
、
朱
（
水
銀
朱
）
が
検
出
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
銅
鏡
、勾
玉
、鉄
製
品
な
ど
の
副
葬
品
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
銅
鏡
や
主
体
部
に
塗
布
さ
れ
た
朱
な
ど
か
ら
、
被
葬
者
は
高
い
経

済
力
と
権
力
が
あ
り
、
ま
た
副
葬
品

の
大
半
が
槍
や
鉄
鏃
な
ど
の
鉄
製
の

武
具
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
武
人
的
性

格
が
強
い
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。

女
王
卑
弥
呼
と
同
時
代
の
ス
ル
ガ
の

王
の
墓
か

　
弥
生
時
代
後
半
の
日
本
列
島
で
は
、
複
数
の
小
国
同
士
の
争
い
が
70
～

80
年
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
た
「
倭わ
こ
く
た
い
ら
ん

国
大
乱
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
と

中
国
の
史
書
『
三
国
志‌

魏
書‌

烏う
が
ん
せ
ん
ぴ

丸
鮮
卑
東と

う
い
で
ん

夷
伝‌

倭わ
じ
ん
じ
ょ
う

人
条
』（
通
称‌

魏
志

倭
人
伝
）
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
諸
国
の
王
が
倭
国
を
ま
と
め
る
た

め
、
女
王
卑
弥
呼
を
共
立
し
た
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
尾
山
古
墳
は
、
こ
の
卑
弥
呼
の
墓
と
さ
れ
る
箸は

し
は
か墓

古
墳
（
奈
良
県
桜

井
市
）
が
築
造
さ
れ
た
西
暦
２
５
０
年
頃
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
造
ら
れ
た

古
墳
で
す
。
こ
の
こ
と
は
畿
内
に
統
一
的
王
権
が
成
立
す
る
頃
に
、
東
国

で
も
独
自
に
王
権
的
な
古
墳
時
代
へ
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
事

例
と
い
え
ま
す
。

　
高
尾
山
古
墳
か
ら
は
こ
の
地
域
周
辺
で
作
ら
れ
た
土
器
に
加
え
て
、
北

陸
、
近
江
、
東
海
西
部
な
ど
の
他
地
域
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
土
器
が
出
土

し
て
い
ま
す
。
ま
た
沼
津
周
辺
で
作
ら
れ
た
土
器
が
全
国
各
地
、
特
に
東

日
本
を
中
心
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
も
、
近
年
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
高
尾
山
古
墳
は
古
墳
時
代
初
期
に
お
い
て
沼

津
の
地
に
相
当
の
権
力
を
持
っ
た
人
物
が
い
た
こ
と
を
示
し
、
さ
ら
に
当

時
の
社
会
状
況
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
な
る
重
要
な
遺
跡
な
の
で
す
。

◇
展
示
の
み
ど
こ
ろ

　
発
掘
調
査
の
際
に
剥は

ぎ
取
り
を
行
っ
た
主
体
部
や
朱
、
主
体
部
か
ら
出

土
し
た
銅
鏡
な
ど
の
副
葬
品
、
周
溝
な
ど
か
ら
出
土
し
た
土
器
を
展
示
す

る
と
と
も
に
、
古
墳
の
概
要
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

鏡・槍などの副葬品

周溝から出土した土器

スルガの王が葬られた主体部

12

ス
ル
ガ
最
初
の
王
が
眠
る
高
尾
山
古
墳

　
高
尾
山
古
墳
は
、
愛
鷹
山
麓
の
尾
根
と
古
代
の
街
道
が
接
す
る
東
熊
堂

地
区
に
あ
る
古
墳
時
代
前
期
初
頭（
３
世
紀
中
頃
）の
前
方
後
方
墳
で
す
。

　
こ
の
場
所
か
ら
は
沼
津
の
市
街
地
の
み
な
ら
ず
東
は
三
島
市
方
面
、
西

は
富
士
市
方
面
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
道
路
建
設
計
画
に
伴
う
平
成
20
・
21
・
26
年
度
の
発
掘
調
査
の
結
果
、

古
墳
の
形
状
や
主
体
部
（
埋
葬
施
設
）
の
構
造
、
古
墳
が
作
ら
れ
た
過
程

が
判
明
し
ま
し
た
。
ま
た
出
土
し
た
副
葬
品
や
土
器
か
ら
、
被
葬
者
（
埋

葬
さ
れ
た
人
物
）
の
特
徴
や
古
墳
の
年
代
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

◆
高
尾
山
古
墳
の
概
要

時
　
　
代
　
　
古
墳
時
代
前
期
初
頭

形
　
　
状
　
　
前
方
後
方
墳

規
　
　
模
　
　
墳
丘
長
62‌

・
２
ｍ
　
後
方
部
30‌

・‌

８
ｍ
　
前
方
部
　
31‌

・
４
ｍ

　
　
　
　
　
　
周
溝
幅
８
～
９
ｍ
程
度
　
南
端
は
２
ｍ
前
後

墳
丘
構
造
　
　
尾
根
を
平
坦
に
削
り
、
そ
の
上
に
盛
土
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
後
方
部
は
平
ら
な
黒
色
土
の
上
に
、
異
な
る
土
を
交
互
に

　
　
　
　
　
　
突
き
固
め
る
版
築
技
法
に
よ
っ
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

主
体
部
　
　
墓
坑
（
南
北
５
ｍ
×

東
西
６
ｍ

）
に
木も
っ
か
ん
じ
き
そ
う

棺
直
葬
（
舟
形
木
棺
）

副
葬
品
　
　
銅
鏡
（
上
じ
ょ
う
ほ
う
さ
く
け
い
う
き
ぼ
り
し
き
じ
ゅ
う
た
い
き
ょ
う

方
作
系
浮
彫
式
獣
帯
鏡
）
１
面
、
埋
葬
時
に

　
　
　
　
　
　
宗
教
的
意
図
で
わ
ざ
と
割
っ
た
破
砕
鏡
で
す
。

　
　
　
　
　
　
勾
玉
１
点
、
鉄
槍
２
点
、
ヤ
リ
ガ
ン
ナ
１
点
、
鉄
鏃
32
点

邪
やまた い こ く

馬台国の女王卑弥呼の墓と言われる箸
はしはか

墓古墳とほぼ同時期の築造と推定される、東日
本最古級、当時においては最大級の前方後方墳。愛鷹山麓の尾根の先端部にあるこの丘
から、古代スルガの王は何を見たのでしょうか。
ここでは道路建設が進められていますが、古墳は現地に保存されることとなっています。

第３展示室

にあります！
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す
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当
の
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と
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し
、
さ
ら
に
当

時
の
社
会
状
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要
な
遺
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な
の
で
す
。

◇
展
示
の
み
ど
こ
ろ

　
発
掘
調
査
の
際
に
剥は

ぎ
取
り
を
行
っ
た
主
体
部
や
朱
、
主
体
部
か
ら
出

土
し
た
銅
鏡
な
ど
の
副
葬
品
、
周
溝
な
ど
か
ら
出
土
し
た
土
器
を
展
示
す

る
と
と
も
に
、
古
墳
の
概
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スルガの王が葬られた主体部
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中原遺跡

井出丸山遺跡

土手上遺跡

葛原沢第Ⅳ遺跡

西洞遺跡

渕ヶ沢遺跡

子ノ神遺跡

休場遺跡

元野遺跡
清水柳北遺跡

清水柳北１号墳

長井崎遺跡

長浜城跡

千本遺跡

長塚古墳

興国寺城跡

三枚橋城（沼津城）跡

高尾山古墳

上ノ段遺跡 日吉廃寺跡

雌鹿塚遺跡

雄鹿塚遺跡

下道遺跡
鳥沢遺跡

神明塚古墳

御幸町遺跡

藤井原遺跡

植出北Ⅱ遺跡

北神馬土手遺跡

井田松江古墳群

江浦横穴群

沢田入方遺跡

豆生田遺跡

石川古墳群

東原古墳群

広合遺跡

中見代遺跡

白髭遺跡

尾上イラウネ北遺跡

拓南東遺跡

二ッ洞遺跡

大谷津遺跡

松長古墳群

植出遺跡 二本松遺跡

八兵衛洞遺跡

尾崎遺跡

井出丸山古墳平沼吹上古墳

宮下古墳

宮原２号墳

天神洞古墳群

東本郷古墳群

軒通遺跡

下石田原田遺跡

文化財センター

沼津市内の
主 な 遺 跡
マップ
※展示室にて解説をしている遺跡を中心に主要なものを掲載しています。

14

沼津市内には多くの文化財が
ありますが、特に貴重なもの
や保存が必要なものについ
て、指定や登録をしています。

沼津市指定文化財等一覧
令和 5年 4月現在

国指定（14件）

種　　別 名　　称 指定年月日 所      在

建 造 物 松城家住宅　７棟 平18.7.5 戸 田

絵 画 紙本著色山王靈驗記
昭25.8.29
（旧指定S2.4.15）

東京国立博物館

工 芸 品 太刀　銘一 昭27.11.22 佐 野 美 術 館

工 芸 品
短刀銘備中國住守次作
延文二年八月日

昭27.7.19 大 岡

工 芸 品
太刀　銘眞長
附絲巻太刀拵

昭29.3.20 佐 野 美 術 館

工 芸 品
沈金獅子牡丹文長覆輪
太刀拵

昭29.3.20 佐 野 美 術 館

工 芸 品 金銅聖観音像懸仏 昭39.5.26 千 本 常 盤 町

典 籍
宝物集巻第一
附原表紙

平6.6.28 岡 宮

史 跡 休場遺跡 昭54.1.24 宮本字元野ほか

史 跡 長浜城跡
昭63.5.13
追加 H14.12.19

内 浦 長 浜 ほ か

史 跡 興国寺城跡

平7.3.17
追加 H12.3.7
追加 H19.7.26
追加 H24.9.19

根古屋字古城ほか

名 勝 旧沼津御用邸苑地 平28.10.3 下 香 貫

天然記念物 大瀬崎のビャクシン樹林 昭7.7.25 西 浦 江 梨

重要有形民
俗 文 化 財

沼津内浦・静浦及び周辺
地域の漁撈用具

平22.3.11 歴史民俗資料館

県指定（28件）

種　　別 名　　称 指定年月日 所      在

絵 画 白隠自画像 昭43.7.2 原 東 町

工 芸 槍　名物蜻蛉切 昭30.2.25 佐 野 美 術 館

工 芸 太刀　銘景則 昭30.4.19 佐 野 美 術 館

工 芸 太刀　銘備州長船住近景 昭30.4.19 佐 野 美 術 館

工 芸 太刀　銘了戒 昭30.4.19 佐 野 美 術 館

工 芸 刀　銘津田越前守助廣 昭30.4.19 佐 野 美 術 館

工 芸
短刀　銘信國　倶利伽羅
透彫

昭32.5.13 佐 野 美 術 館

工 芸 梵鐘 昭31.10.17 本 郷 町

典 籍 科註妙法蓮華経 昭30.4.19 原 東 町

古 文 書

法門聴聞集
附連々聴聞集
　日弁消息
　日意筆法門聴聞集表題
　並びに奥書

平6.3.25 岡 宮

考 古 資 料 玉砥石 昭31.5.24 平 町

考 古 資 料 蔵骨器 昭31.10.17 本 郷 町

考 古 資 料
子持勾玉　附臼玉他滑石
製模造品

昭33.9.2 歴史民俗資料館

考 古 資 料
植出北Ⅱ遺跡出土ガラス
勾玉鎔笵４点

令2.12.8 志 下

歴 史 資 料 繍字法華経　附１幅 平8.11.18 岡 宮

有 形 民 俗 大瀬神社奉納漁船模型 昭56.10.23 西 浦 江 梨

有 形 民 俗
浮島沼周辺の農耕生産
用具

平2.3.20 歴史民俗資料館

無 形 民 俗 戸田の漁師踊・漁師唄 昭54.11.19 戸 田

無 形 民 俗 江浦の水祝儀 平11.3.15 江 浦

史 跡 白隠禅師墓 昭29.1.30 原 東 町

史 跡 江浦横穴群 昭52.3.18 江 浦

史 跡
洋式帆船建造地及びプ
チャーチン宿所
附関係遺品一括

昭42.10.11
追加・名称変更
昭56.10.23

戸 田

史 跡 井田松江古墳群 平7.3.20 井 田

史 跡 長塚古墳 平11.11.16 東 沢 田

天然記念物 岡宮浅間神社のクス 昭44.5.30 岡 宮

天然記念物 御浜岬のイヌマキ群生地 昭55.11.28 戸 田

天然記念物 鮎壷の滝 平8.3.12 大 岡 ほ か

天然記念物 河内の大スギ 平14.3.22 西 浦 河 内

国登録（13件）

種　　別 名　　称 指定年月日 所      在

建 造 物 光長寺御宝蔵 平12.2.15 岡 宮

建 造 物 大中寺恩香殿 平12.4.28 中 沢 田

建 造 物 大中寺通玄橋 平12.4.28 中 沢 田

建 造 物 安田屋旅館松棟 平12.4.28 内 浦 三 津

建 造 物 安田屋旅館月棟 平12.4.28 内 浦 三 津

建 造 物 沼津倶楽部北棟 平27.3.26 千 本 郷 林

建 造 物 沼津倶楽部南棟 平27.3.26 千 本 郷 林

建 造 物 沼津倶楽部長屋門 平27.3.26 千 本 郷 林

建 造 物 松蔭寺開山堂 平28.8.1 原 東 町

建 造 物 松蔭寺山門 平28.8.1 原 東 町

建 造 物 小栗家住宅主屋 令2.4.3 上香貫字槙島町

建 造 物 海瀬家住宅主屋 登録予定 西 浦 河 内

記念物関係 帯笑園 平24.9.19 原 西 町

市指定（46件）

種　　別 名　　称 指定年月日 所      在

建 造 物 禅長寺頼政堂 平12.3.31 西 浦 河 内

建 造 物 赤野観音堂 平12.3.31 柳 沢

建 造 物 大川家長屋門 平20.1.17 内 浦 長 浜

絵 画 涅槃図 平21.3.30 下 河 原 町

彫 刻
木造十一面観世音菩薩
立像

昭47.12.14 柳 沢

彫 刻
木造阿弥陀如来三尊立
像

昭47.12.14 下 小 路 町

彫 刻 木造盧舎那仏坐像 昭47.12.14 市 道 町

彫 刻 木造地蔵菩薩坐像 昭50.5.8 大 岡

彫 刻 木造伝月光菩薩立像 昭50.5.8 歴史民俗資料館

彫 刻 木造観世音菩薩立像 昭50.5.8 大 平

彫 刻 木造阿弥陀如来立像 昭50.5.8 西 浦 河 内

彫 刻
木造金剛力士像　阿形・
吽形

昭50.5.8 岡 宮

彫 刻 木造釈迦如来坐像 昭50.5.8 下 河 原 町

彫 刻 木造観世音菩薩立像 昭55.5.15 大 平

彫 刻 木造白隠禅師坐像 平29.3.28 原 東 町

工 芸 千手観音像懸仏 平15.1.31 西 浦 河 内

工 芸 大日如来像懸仏 平15.1.31 西 浦 河 内

工 芸 諸口神社の鰐口 平18.3.28 戸 田

書 跡 京極為兼卿書状 昭60.2.21 平 町

古 文 書
今川氏親生母伊勢氏寺
領寄進状

昭47.12.14 下 小 路 町

古 文 書
今川氏親生母伊勢氏寄
進寺領書立

昭47.12.14 下 小 路 町

古 文 書
今川氏親棟別役免除朱
印状

昭47.12.14 下 小 路 町

古 文 書 獅子浜植松家戦国文書 平23.2.8 明 治 史 料 館

考 古 資 料 休場遺跡出土細石器 昭58.12.15 志 下

考 古 資 料 軒通遺跡出土壺形土器 昭58.12.15 志 下

考 古 資 料 三角縁神獣鏡 平20.1.17 中 沢 田

歴 史 資 料 輿地航海図 昭59.4.19 明 治 史 料 館

歴 史 資 料 大平村絵図 平2.3.29 大 平

歴 史 資 料 三枚橋絵図 平2.3.29 歴史民俗資料館

歴 史 資 料 沼津宿絵図 平2.3.29 歴史民俗資料館

歴 史 資 料 本町絵図 平2.3.29 歴史民俗資料館

歴 史 資 料 上香貫絵図 平2.3.29 歴史民俗資料館

歴 史 資 料 井田の不動明王像 平18.3.28 井 田

歴 史 資 料 ディアナ号の錨 平18.3.28 戸 田

有 形 民 俗
沼津沿岸の漁撈に関する
奉納絵馬

令4.9.8
歴史民俗資料館
ほ か

史 跡 神明塚古墳 昭45.2.19 松 長

史 跡 子ノ神古墳 昭45.2.19 西 沢 田

史 跡 日吉廃寺塔址及び礎石 昭45.2.19 大 岡

史 跡 霊山寺変形宝篋印塔 昭45.2.19 本 郷 町

史 跡 霊山寺五輪塔 昭45.2.19 本 郷 町

史 跡 伝阿野全成・時元墓 昭58.6.15 井 出

史 跡 日露交渉地跡大行寺 平18.3.28 戸 田

天然記念物 久連神社社叢 昭52.12.22 西 浦 久 連
天然記念物 赤野観音堂のカヤ 昭52.12.22 柳 沢
天然記念物 河内の稲荷スギ 平15.1.31 西 浦 河 内
天然記念物 部田神社のコブ付大クス平18.3.28 戸 田
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中原遺跡

井出丸山遺跡

土手上遺跡

葛原沢第Ⅳ遺跡

西洞遺跡

渕ヶ沢遺跡

子ノ神遺跡

休場遺跡

元野遺跡
清水柳北遺跡

清水柳北１号墳

長井崎遺跡

長浜城跡

千本遺跡

長塚古墳

興国寺城跡

三枚橋城（沼津城）跡

高尾山古墳

上ノ段遺跡 日吉廃寺跡

雌鹿塚遺跡

雄鹿塚遺跡

下道遺跡
鳥沢遺跡

神明塚古墳

御幸町遺跡

藤井原遺跡

植出北Ⅱ遺跡

北神馬土手遺跡

井田松江古墳群

江浦横穴群

沢田入方遺跡

豆生田遺跡

石川古墳群

東原古墳群

広合遺跡

中見代遺跡

白髭遺跡

尾上イラウネ北遺跡

拓南東遺跡

二ッ洞遺跡

大谷津遺跡

松長古墳群

植出遺跡 二本松遺跡

八兵衛洞遺跡

尾崎遺跡

井出丸山古墳平沼吹上古墳

宮下古墳

宮原２号墳

天神洞古墳群

東本郷古墳群

軒通遺跡

下石田原田遺跡

文化財センター

沼津市内の
主 な 遺 跡
マップ
※展示室にて解説をしている遺跡を中心に主要なものを掲載しています。
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沼津港

バス停

狩野川

駿河湾

バスターミナル

「志下公会堂前」

市役所

南口

セブン

沼津石材
ファミリーマート

道路工事中

イレブン

元パン屋

はまゆう

文化センター

380

ローソンピアゴ

セブン
イレブン

沼津駅

（旧静浦西小学校）

文化財センター

案  内  図

沼津市

サン静浦

ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ

総合体育館

▲第１展示室
　旧石器、縄文、弥生時代を展示

▲第２展示室
　古墳、奈良・平安、戦国時代を展示

▲第３展示室
　注目の高尾山古墳出土品を展示

文化財センターでは、文化財保護法に基づき、市内

の史跡や建造物などの文化財や埋蔵文化財の保存・

活用に取り組んでいます。

【企画の仕事】文化財の価値を後世に伝える仕事を

しています。文化財の修復、史跡等の整備、説明看

板の設置、土地管理、防火訓練、病害虫防除など。

【調査の仕事】貴重な遺跡の記録を残すための仕事

をしています。土木工事などの前に、そこに遺跡が

あるかを確認します。遺跡があれば、状況を確認し、

出土遺物を調査し、遺跡の報告書を作成します。

【公共交通機関のご案内】

ＪＲ沼津駅南口バスターミナルから約 16 分

・東海バスオレンジシャトル西浦線　又は

・伊豆箱根バス伊豆長岡線　に乗車

「志下公会堂前」下車後、東に徒歩約５分

〒410-0106
静岡県沼津市志下530
TEL：055-935-5010
FAX：055-933-1270

mail：cul-bunkazai@city.numazu.lg.jp
【展示室の見学は、平日９時～16時 30分】

展示は時代ごとに
並べてあります。

実物に触ることができ
る体験コーナーも！

沼津の文化財情報

の発信地

沼津市文化財センター

観覧は
無料です

令和５年 7月 24日　第２版


